
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

と
をそれぞれ取り付け、前記 と に壁パネルの上下端

部の と を支持させて、前記壁パネルが前記建物の躯体
に取り付けられている壁パネル取付構造において、前記 および前記

は前記建物の躯体にボルト止めされた固定部と、当該固定部に突設され、前記
壁パネルを載置するパネル載置部と、前記固定部に突設された立ち上がり部及び垂下部と
から形成され、前記 は前記壁パネルの内側部にボルト止めされた固定部
と、当該固定部に突設され、前記 の垂下部に係合された係合部とから、
前記 は前記壁パネルの内側部にボルト止めされた固定部と、当該固定部
に突設され、前記 の立ち上がり部に係合された係合部とからそれぞれ形
成され、かつ

それぞれ形成されてなることを特徴とする壁パネル取付構造。
【請求項２】
請求項第１項記載の壁パネル取付構造により、建物の躯体に壁パネルを取り付ける壁パネ
ル取付方法において、

と とをそれぞれ取り付け、次に、
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建物の躯体に壁パネルの上下端部をそれぞれ支持させる上部第一取付金具 下部第一取付
金具 上部第一取付金具 下部第二取付金具

上部第二取付金具 下部第二取付金具
上部第一取付金具 下部

第一取付金

上部第二取付金具
上部第一取付金具

下部第二取付金具
下部第一取付金具

前記上部第二取付金具の係合部は前記上部第一取付金具の垂下部を前後より
挟み付けるように突設された複数の立ち上がり片から、前記下部第二取付金具の係合部は
前記下部第一取付金具の立ち上がり部を前後より挟み付けるように突設された複数の垂下
片から

前記建物の躯体に前記壁パネルの上下端部を支持させる上部第一取
付金具 下部第一取付金具 前記上部第一取付金具に前記上



、前記壁パネルの下端部に をそれぞ
れ取り付け、次に、

、かつ前記壁パネルの上端部を前記 に取り付けられた前記
に添えると共に、ボルト止めしてなることを特徴とする壁パネル取付方法。

【請求項３】
請求項第１項記載の壁パネル取付構造により、建物の躯体に壁パネルを取り付ける壁パネ
ル取付方法において、

と とをそれぞれ取り付け、次に、

、前記壁パネルの上端部に をそれぞ
れ取り付け、次に、

、かつ前記壁パネルの下端部を前記 に取り付けられた前記
に添えると共に、ボルト止めしてなることを特徴とする壁パネル取付方法。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
この発明は、ＰＣ板等からなる壁パネルを鉄骨材等からなる建物の躯体に取り付けるため
の壁パネル取付構造及び壁パネル取付方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
図５は、ＰＣ板からなる壁パネルを鉄骨材からなる建物の躯体に取り付ける、従来の壁パ
ネル取付構造の一例を示し、図において、符号１は建物の鉄骨梁、２及び３はこの鉄骨梁
１に取り付けられる上部壁パネル及び下部壁パネル、そして、符号４及び５はこの上下壁
パネル２及び３を鉄骨梁１に固定するための取付金具である。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
従来の壁パネルは、以上のような構成によって取り付けられているが、上下壁パネル２及
び３は別々の取付金具によって鉄骨梁１に取り付けられているので、上下壁パネル２，３
　の表面を面一することが難しく、上下壁パネル２，３　の突き合わせ部に段差が生ずる
等して仕上げに支障を来す等の課題があった。また、取付金具が増え、取付金具の取り扱
い及び管理が繁雑になり易い等の課題もあった。
【０００４】
この発明は、以上の課題を解決するためになされたもので、上下壁パネルを簡単に取り付
けることができ、かつ、上下壁パネルの表面を面一な状態に取り付けることができ、しか
も、取付金具の数を低減できるようにした壁パネル取付構造及び壁パネル取付方法を提供
することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
請求項１記載の壁パネル取付構造は、

と をそれぞれ取り付け、前記 と
に壁パネルの上下端部の と を支持さ

せて、前記壁パネルが前記建物の躯体に取り付けられている壁パネル取付構造において、
前記 および前記 は前記建物の躯体にボルト止めされた固
定部と、当該固定部に突設され、前記壁パネルを載置するパネル載置部と、前記固定部に
突設された立ち上がり部及び垂下部とから形成され、前記 は前記壁パネ
ルの内側部にボルト止めされた固定部と、当該固定部に突設され、前記
の垂下部に係合された係合部とから、前記 は前記壁パネルの内側部にボ
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部第一取付金具の垂下部を前後より挟み付けるように上部第二取付金具の突設された複数
の立ち上がり片を取り付けると共に 下部第二取付金具

前記壁パネルの下端部に取り付けられた前記下部第二取付金具の突設
された複数の垂下片を前記下部第一取付金具の立ち上がり部を前後より挟み付けるように
係合し 上部第一取付金具 上部第
二取付金具

前記建物の躯体に前記壁パネルの上下端部を支持させる上部第一取
付金具 下部第一取付金具 前記下部第一取付金具に前記下
部第一取付金具の立ち上がり部を前後より挟み付けるように下部第二取付金具の突設され
た複数の垂下片を取り付けると共に 上部第二取付金具

前記壁パネルの上端部に取り付けられた前記上部第二取付金具の突設
された複数の立ち上がり片を前記上部第一取付金具の垂下部を前後より挟み付けるように
係合し 下部第一取付金具 下部第
二取付金具

建物の躯体に壁パネルの上下端部をそれぞれ支持さ
せる上部第一取付金具 下部第一取付金具 上部第一取付金具
下部第二取付金具 上部第二取付金具 下部第二取付金具

上部第一取付金具 下部第一取付金

上部第二取付金具
上部第一取付金具

下部第二取付金具



ルト止めされた固定部と、当該固定部に突設され、前記 の立ち上がり部
に係合された係合部とからそれぞれ形成され、かつ

それぞれ形成されてなることを特徴とするも
のである。
【０００６】
請求項２記載の壁パネル取付方法は、請求項第１項記載の壁パネル取付構造により、建物
の躯体に壁パネルを取り付ける壁パネル取付方法において、

と とをそれぞれ取り付け、
次に、

、前記壁パネル
の下端部に をそれぞれ取り付け、次に、

、かつ前記壁パネルの上端部を前記
に取り付けられた前記 に添えると共に、ボルト止めしてなるこ

とを特徴とするものである。
【０００７】
請求項３記載の壁パネル取付方法は、請求項第１項記載の壁パネル取付構造により、建物
の躯体に壁パネルを取り付ける壁パネル取付方法において、

と とをそれぞれ取り付け、
次に、

、前記壁パネル
の上端部に をそれぞれ取り付け、次に、

、かつ前記壁パネルの下端部を前記
に取り付けられた前記 に添えると共に、ボルト止めしてなるこ

とを特徴とするものである。
【０００８】
【実施例】
実施例１．
図１は、この発明に係る請求項第１項記載の壁パネル取付構造の一実施例を示し、図にお
いて、符号６は建物の躯体の一部である鉄骨梁、７はこの鉄骨梁６の上側に取り付けられ
た上部壁パネル、８は前記鉄骨梁６の下側に取り付けられた下部壁パネル、９は鉄骨梁６
の下部フランジ６ａに取り付けられ、上部壁パネル７の下端部及び下部壁パネル８の上端
部をそれぞれ支持する第一取付金具、１０はこの第一取付金具９を鉄骨梁６の下部フラン
ジ６ａに固定している取付ボルトと取付ナット、１１は前記上部壁パネル７の下端部を第
一取付金具９に支持させる第二取付金具、１２は前記下部壁パネル８の上端部を第一取付
金具９に支持させる第二取付金具、そして、符号１３と１３ａ　は、前記第二取付金具１
１を上部壁パネル７の下端部の内側部に、第二取付金具１２を下部壁パネル８の上端部の
内側部にそれぞれ固定しているアンカーボルトと取付ナットである。
【０００９】
第一取付金具９は、鉄骨梁６の下部フランジ６ａに取付ボルトと取付ナット１０によって
固定された固定部９ａと、この固定部９ａの先端部より外側に水平に突設され、上部壁パ
ネル７の下端部が載置されたパネル載置部９ｂと、前記固定部９ａの先端部に、上下にそ
れぞれ垂直に突設された立ち上がり部９ｃ及び垂下部９ｄとを備えて鉄骨梁６の長手方向
に連続する断面略十字形状に形成されている。この場合、立ち上がり部９ｃと垂下部９ｄ
は、上下壁パネル７，８　が添え付けられた際に、上下壁パネル７，８　の表面が面一に
なるように、同一鉛直面内に突設されている。
【００１０】
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下部第一取付金具
前記上部第二取付金具の係合部は前記

上部第一取付金具の垂下部を前後より挟み付けるように突設された複数の立ち上がり片か
ら、前記下部第二取付金具の係合部は前記下部第一取付金具の立ち上がり部を前後より挟
み付けるように突設された複数の垂下片から

前記建物の躯体に前記壁パネ
ルの上下端部を支持させる上部第一取付金具 下部第一取付金具

前記上部第一取付金具に前記上部第一取付金具の垂下部を前後より挟み付けるよう
に上部第二取付金具の突設された複数の立ち上がり片を取り付けると共に

下部第二取付金具 前記壁パネルの下端部に取り付
けられた前記下部第二取付金具の突設された複数の垂下片を前記下部第一取付金具の立ち
上がり部を前後より挟み付けるように係合し 上部第一
取付金具 上部第二取付金具

前記建物の躯体に前記壁パネ
ルの上下端部を支持させる上部第一取付金具 下部第一取付金具

前記下部第一取付金具に前記下部第一取付金具の立ち上がり部を前後より挟み付け
るように下部第二取付金具の突設された複数の垂下片を取り付けると共に

上部第二取付金具 前記壁パネルの上端部に取り付
けられた前記上部第二取付金具の突設された複数の立ち上がり片を前記上部第一取付金具
の垂下部を前後より挟み付けるように係合し 下部第一
取付金具 下部第二取付金具



第二取付金具１１は上部壁パネル７の下端部の内側部に添え付けられ、アンカーボルト１
３と固定ナット１３ａ　によって固定された固定部１１ａ　と、この固定部１１ａ　の下
端部に突設され、前記第一取付金具９の立ち上がり部９ｃに係合された係合部１１ｂ　と
を備えて形成されている。
【００１１】
また、第二取付金具１２は下部壁パネル８の上端部の内側部に添え付けられ、アンカーボ
ルト１３と固定ナット１３ａ　によって固定された固定部１２ａ　と、この固定部１２ａ
　の上端部に突設され、前記第一取付金具９の垂下部９ｄに係合された係合部１２ｂ　と
を備えて形成されている。
【００１２】
図２に示す様に係合部１１ｂ　は、固定部１１ａ　の下端部より上部壁パネル７の内側面
に沿って立ち上がり部９ｃを前後より挟み付けるように突設された複数枚の垂下片１１ｃ
，１１ｃ　より形成されている。また、係合部１２ｂ　は、固定部１２ａ　の上端部より
下部壁パネル８の内側面に沿って垂下部９ｄを前後より挟み付けるように突設された複数
枚の立ち上がり片１２ｃ，１２ｃ　より形成されている。
【００１３】
なお、第二取付金具１１及び１２は、同種のものを天地引っ繰り返して使用されている。
【００１４】
また、上部壁パネル７の上端部は下部壁パネル８の上端部と全く同様の構成によって鉄骨
梁１に固定され、上部壁パネル８の下端部は下部壁パネル７の下端部と全く同様の構成に
よって鉄骨梁１に固定されている。
【００１５】
実施例２．
図３は、この発明に係る請求項第２項記載の壁パネル取付方法の一実施例を示し、図にお
いて、符号１４及び１５は建物の躯体の一部である上下階の鉄骨梁、１６は前記上下鉄骨
梁１４と１５間に取り付けられる壁パネル、１７はこの壁パネル１６の上下両側部にそれ
ぞれ取り付けられた壁パネル、１８及び１９は、壁パネル１６及び１７の上下両端部を上
下鉄骨梁１４と１５とにそれぞれ支持させる上部第一取付金具及び下部第一取付金具、そ
して、符号２０と２１は壁パネル１６の上端部と壁パネル１７の下端部を上部第一取付金
具１８と下部第一取付金具１９にそれぞれ支持させる上部第二取付金具と下部第二取付金
具である。
【００１６】
上部第一取付金具１８及び下部第一取付金具１９には第一取付金具９と全く同じものが使
用され、上部第二取付金具２０及び下部第二取付金具２１には第二取付金具１１と全く同
じものが使用されている。
【００１７】
▲１▼　まず、上下鉄骨梁１４及び１５の下部フランジ１４ａ，１５ｂ　に上部第一取付
金具１８と下部第一取付金具１９をそれぞれ取り付ける。
【００１８】
▲２▼　次に、壁パネル１６の下端部の内側部に、下部第二取付金具２１を取り付け、ま
た、壁パネル１６の上端部の内側部に、アンカーボルト１３を取り付け、さらに、上部第
一取付金具１８に上部第二取付金具２０を取り付ける。
【００１９】
この場合、下部第二取付金具２１及びアンカーボルト１３は壁パネル１６を吊り込む前に
、地上においてあらかじめ取り付けておく。
【００２０】
また、アンカーボルト１３は、壁パネル１６の製作時にコンクリート中に埋設されたイン
サートナット（図省略）に螺合する等して取り付けるが、壁パネル１６の製作時にコンク
リート中に埋設しておいてもよい。
【００２１】
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▲３▼　　次に、壁パネル１６をクレーン等で吊って上下鉄骨梁１４と１５間に吊り込む
。そして、壁パネル１６の下端部を鉄骨梁１５に取り付けられた下部第一取付金具１９の
パネル載置部１９ｂ　の上に載置すると共に、下部第二取付金具２１の係合部２１ｂ　を
下部第一取付金具１９の立ち上がり部１９ｃ　に係合する。
【００２２】
▲４▼　　次に、壁パネル１６を鉛直に建て付け、その上端部を鉄骨梁１４に取り付けら
れた上部第二取付金具２０に添え付けると共に、固定部２０ａ　のボルト孔（図省略）に
取アンカーボルト１３を貫通させ、かつ、その貫通部分に固定ナット１３ａ　を螺合して
壁パネル１６の上端部を固定する。
【００２３】
実施例３．
図４は、この発明に係る請求項第３項記載の壁パネル取付方法の一実施例を示し、図にお
いて、実施例２と同一部分及び相当する部分には同一符号を付し、その説明を省略する。
【００２４】
▲１▼　まず、上下鉄骨梁１４及び１５の上部フランジ１４ｂ，１５ｂ　に上部第一取付
金具１８と下部第一取付金具１９をそれぞれ取り付ける。
【００２５】
▲２▼　次に、壁パネル１６の上端部の内側部に、上部第二取付金具２０を取り付け、ま
た、壁パネル１６の下端部の内側部に、アンカーボルト１３を取り付け、さらに、下部第
一取付金具１９に下部第二取付金具２１を取り付ける。
【００２６】
この場合、上部第二取付金具２０及びアンカーボルト１３の取付方法は実施例２の場合と
全く同じである。
【００２７】
▲３▼　　次に、壁パネル１６をクレーン等で吊って上下鉄骨梁１４と１５間に吊り込む
。そして、壁パネル１６の上端部に取り付けられた上部第二取付金具２０の係合部２０ｂ
　を鉄骨梁１４に取り付けられた上部第一取付金具１８の垂下部１８ｄ　に係合する。
【００２８】
▲４▼　　次に、壁パネル１６を鉛直に建て付け、その下端部を鉄骨梁１５に取り付けら
れた下部第一取付金具１９のパネル載置部１９ｂ　の上に載せると共に、下部第二取付金
具２１に添え付け、かつ、固定部２１ａ　のボルト孔にアンカーボルト１３を貫通させ、
その貫通部分に固定ナット１３ａ　を螺合して壁パネル１６の下端部を固定する。
【００２９】
なお、図からも明らかなように、実施例２に示す壁パネル取付方法は、壁パネルの上下両
端部を梁下に支持させる場合を示し、この実施例によれば、取付金具が梁の外側に露出し
ているので、取付金具の連結状態を視覚で確認しながら壁パネルを取り付けることができ
る効果がある。
【００３０】
また、実施例３に示す壁パネル取付方法は、壁パネルの上下両端部を梁上に支持させる場
合を示し、この実施例によれば、取付金具が梁の裏側に隠れしまうので、取付金具を隠す
ための工事を省略できる効果がある。
【００３１】
【発明の効果】
以上説明したように、この発明に係る請求項第１項記載の壁パネル取付構造は上下壁パネ
ルの端部が共通の第一取付金具を介して建物の躯体に固定されているので、上下壁パネル
の表面を面一にすることができると共に、取付金具の数を減らし、壁パネルを簡単に取り
付けることがてきる効果がある。
【００３２】
また、第一取付金具及び第二取付金具は、いずれも簡単な形状をしているので、簡単に製
作でき、量産を図れる効果がある。
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【００３３】
また、この発明に係る請求項第２項及び第３項記載の壁パネル取付方法によれば、壁パネ
ルをいわゆるけんどん式によって容易に取り付けることができ、かつ、上下壁パネルを、
順序関係無く取り付けることができる効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明に係る請求項第１項記載の壁パネル取付構造の一実施例を示す縦断面図
である。
【図２】第二取付金具の斜視図である。
【図３】この発明に係る請求項第２項記載の壁パネル取付方法の一実施例を示す縦断面図
である。
【図４】この発明に係る請求項第３項記載の壁パネル取付方法の一実施例を示す縦断面図
である。
【図５】従来の壁パネル取付構造の一例を示す縦断面図である。
【符号の説明】
１…鉄骨梁、２…上部壁パネル、３…下部壁パネル、４，５　…取付金具、
６…鉄骨梁、７…上部壁パネル、８…下部壁パネル、９…第一取付金具、
１０…取付ボルト、１１…第二取付金具、１２…第二取付金具、１３…アンカーボルト、
１３ａ　…取付ナット、１４…上部鉄骨梁、１５…下部鉄骨梁、１６…壁パネル、
１７…壁パネル、１８…上部第一取付金具、１９…下部第一取付金具、
２０…上部第二取付金具、２１…下部第二取付金具。
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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